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今年の 8 月 22 日～27 日に中国北京市コンベン

ションセンターで開催された 18th International 

Vacuum Congress（IVC-18）に招待講演のため参加

しました．IVC-18 は参加人員が 2000 名以上の大き

な国際学会で，初日の Plenary Talk と毎日の

Lecture は部屋に入りきれないほど大盛況でした．

また，今年は 5th International Symposium on 

Practical Surface Analysis（PSA-10）が 10 月 3

日～7 日に韓国慶州市で開催され，参加人員が初め

て 200 名を越えました（50%が韓国の参加者）．国際

化の流れとともにアジアの時代を感じております． 

 

ところで，最近は材料別に分類された学会が多く

なり，表面分析技術に関する議論の場が少なくなっ

て来ていると感じています．その中でも，今年で設

立 15 周年の表面分析研究会（SASJ）の会誌 JSA は，

分析装置の基礎原理，新しい測定手法の提案，原著

論文等，表面分析技術に有益な情報を発信しており，

海外の諸先生方も購読されています．今後も，将来

の日本の表面分析技術を担っていく若手の方々の

国際的な活躍の場となり，日本の表面分析技術の発

展に役立てれば幸いに存じます． （岩井） 
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